
ICT活用授業モデル（デザイン編）

中学校 教科【数学】 単元【資料の散らばりと代表値】

使用する
ICT機器 ＰＣ、タブレット等

使用するアプリ・
クラウドサービス等

表計算ソフト
Googleドライブ

クラウド
の活用

☑教材の配布・回収等 ☑資料等の共有
□生徒の学習状況の把握 □その他（ ）

表計算ソフトで資料の特徴について考察する

本時の
ねらい 代表値やヒストグラムなどを用いて資料を考察し、傾向を捉え説明することができる。

主な学習活動
（学習場面）

ＩＣＴの活用・留意点等 評価

導入

○課題を確認する

○問題を解決す
るための見通
しをもつ

代表値やヒストグラムなどを用いて、二つ
の資料を比べ、共通点や相違点を説明する。

・「中央値や平均値で考えよう」
・「ヒストグラムは階級の幅をどのようにと
ればよいのだろうか」

展開

○資料を整理し
その結果を考
察する

○分析・考察し
たことを説明
する

・各自がGoogleドライブから資料Ａ・Ｂをダ
ウンロードし、表計算ソフトで中央値や平
均値を求めたり、階級の幅の異なるヒスト
グラムを作成したりするなどして、考察す
る。

・「中央値、平均値は同じだし、階級の幅が
50分のヒストグラムでも全体的な傾向は同
じようにみえるよ」

・「階級の幅が40分のヒストグラムをみると、
資料Ａは二つの山なのに、資料Ｂは一つの
山のままだよ」

【思】代表値や
ヒストグラムを
用いて、資料の
傾向を捉え説明
している。

終末

○成果をレポー
トにまとめる

・タブレットでレポートをまとめ、Googleド
ライブに提出する。
提出状況を確認する。

主体的・対話的で
深い学びのポイント

ICT活用のポイント

ＩＣＴを活用して自らの考えをまとめるとともに、学級全体で説明し伝え合うことで、自分
の考えを広げ深める対話的な学びの実現を目指す。

ＩＣＴを活用することで、早く簡単にアンケート結果の集計やヒストグラムを作成すること
ができる。また、同じデータでも違う見え方をするグラフに簡単に変えることができ、目的
に応じた適切なグラフに表すことができる。

※表内の指針１～６は、「ICT活用授業指針」８ページにあるICT活用授業の目指す姿１～６を表しています。
※ ICTの導入が目的化しないように、ICTを活用する場面と活用しない場面を効果的に組み合わせることが重要です。
※評価の観点 【知】＝知識・技能 【思】＝思考・判断・表現 【態】＝主体的に学習に取り組む態度

ICT機器

ここで評価

指針３

一斉

個別

協働

個別

ICT機器

指針２
クラウド

指針２

クラウド

資料Ａ(階層の幅が50分) 資料Ｂ(階層の幅が50分) 資料Ａ(階層の幅が40分) 資料Ｂ(階層の幅が40分)


